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動物咬傷の中で犬咬傷が約90%を占め、猫咬傷は約10%程度を占める。
また犬、猫以外のペットによる咬傷も近年増えている。
犬咬傷は5歳から9歳の男児が最も多く、
小児では頭頚部の受傷割合が約40%を占める。

犬は噛む力が強いため組織損傷が大きくなりやすく、
猫は犬歯が鋭いため深い刺創となって深部組織の損傷が多い。
犬咬傷と比較して猫咬傷の感染発症率は高く、
特にPasteurella属やCapnocytophaga属が問題となることが多い。

動物咬傷は通常の創傷と比べて、創部感染のリスクが高いため十分な洗浄を行う。
創部の処置は二次治癒が基本とされるが、
特に顔面では整容面での障害を生じる可能性があり、場合によっては縫合を行うこともある。
創傷処置については、可能であれば形成外科医と相談するのが望ましい。
四肢の咬傷や猫咬傷、縫合処置を要する深い咬傷では感染予防のため抗菌薬の投与を検討する。
破傷風予防として接種から5年以上経過している場合はトキソイドの投与を考慮する。

● 短時間であっても子どもと犬を一緒にして放置しない。
● 犬を室内で飼育するときには、低月齢児はベビーベッドで寝かせる。
● 中・大型犬やジャンプ力に優れた小型犬の時には、
　 ペットゲートやサークル、ゲージの使用を考慮する
● 子ども達に対して、家庭や学校で、犬咬傷事故防止に関する教育を行う。
● 狂犬病予防法に則り予防接種・登録を自治体に届け出る。
● 飼い犬の咬傷を届け出る条例を定めている自治体もあるため、確認する。
● 動物咬傷後にPTSD症状を呈する子どももいるため心理面のサポートも行う。
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